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1 石ＩＣラジオの製作 
 

キットの内容 
 Mizuho 高感度ワンチップ・IC ラジオキットは１個の IC を使ったイヤフォンで聞く小型

ラジオのキットであり、主なパーツは 

１. 260pF バリコン 
２. コイル 

３. 高周波増幅・検波 IC LMF501T 
４. 専用プリント基板 
５. プラスティックケース 

６. コンデンサー セラコン 100pF、1000pF、0.1μF×２ 
７. 抵抗  1KΩ、100KΩ 
８. ダイヤル円板 

９. 電源スイッチ、電池ホルダー、単三電池、イヤフォン、端子ピン、錫メッキ線、絶縁

チューブ、ビス、ハンダ 

等から構成されています。 
 
その他、このキットの説明書、部品の見方、工作のポイントを記載した書類が入っていま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
作業 1. 部品の確認        2 分 
 
  説明書       2 部 
  黒色ケース      １ 

  部品入り袋     ７袋 
   1) 抵抗、IC、コンデンサー等小物入り 
   2) プリント板入り 

   3) バリコン、取り付けビス入り 
   4) イヤフォン、スイッチ、電池入り 

   5) コイル入り 
   6) ダイヤル入り 
   7) 取付ビス入り 
 
作業 2. 構成と工程の概略説明      ５分 

このラジオは、回路図のようにコイルＬと、バリコンＶＣとで構成される中波帯（560
～1600ＫＨｚ）の共振回路と、検波増幅用のＩＣ（LMF501Ｔ）及びイヤフォンとから

出来ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 各部品はプリント基板にハンダ付けして取付けます。 

ハンダゴテは高温に熱せられていますので、火傷をしないように注意してください。 

また、溶けたハンダくずやこてを机や、床に落として焼け傷を作らないようにして下さい。

ニッパーで切断した抵抗やコンデンサーのリード線の切りくずは、床に落とさないように

して下さい。 



 
作業 3. 第一工程        ５～１０分 

① 抵抗、IC、コンデンサー等の入ったビニール袋とプリント板の入ったビニール袋を

開き、部品の確認をします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
②  束線バンド、錫メッキ線、絶縁チューブ、ビス 2 本（101）の表示のあるコンデ

ンサーを袋に戻します。 

③   抵抗、コンデンサー、IC の足をプリント板の穴に合わせて成形します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
④ 抵抗 R1,R2 をプリント板に挿入し銅箔側に出た足を折り曲げ 2～3mm 残して切り

取ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤ 折り曲げた足と銅箔にハンダこての先を当てそこに糸ハンダを添えて溶かしハン

ダ付けをします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑥  コンデンサーC1、C2、C3、をプリント板に挿入し抵抗と同様に足を折り曲げ、

切断してハンダ付けします。 



 
⑦  IC（501T）を向きを間違えないようにプリント板に挿入し銅箔面に足を折り曲

げ抵抗、コンデンサーと同様に切断してハンダ付けします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑧ U 型のアンテナ端子ピンの先を狭めてプリント板の ANT の穴に挿入し、少し

出た足を銅箔面に折り曲げハンダ付けします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
作業 4. 第２工程        ５～１０分 

⑨ バリコンとイヤホン、スイッチ等の入った袋を開きます。 

 
⑩  バリコンの端子を直角に折り曲げ基板の銅箔に接触するようにしてプリント板

の銅箔面にバリコンを取付け、前面から付属のビスで止めます。 
 

 
⑪  スイッチも銅箔面に取付け、②で戻した袋にあるビスで前面から止めます。 

 
 



 
⑫ イヤフォンのコードの先端をプリント板の EP の穴から挿入し、先端から３cm 程

度の所を束線バンドで抜けないように締付け、先端は J1 及び J2 にハンダ付けしま

す。 

 
⑬  電池ホルダーから電池を取外し、ホルダー裏面の両面テープの保護面をはがし、

＋－の方向を確認してプリント板に取付けます。 
 

⑭ 電池ホルダーの電極リード線の＋側をプリント板の＋側銅箔にハンダ付けし、

－側は広い銅箔にハンダ付けします。 
 

⑮ 電源スイッチの接点端子の ON 側と中央に錫メッキ線をハンダ付けします。 
ON 側は S1 に付けられるよう左側に、中央は S2 に付けられるよう右側に伸ば

し夫々の線は絶縁チューブをかぶせてその先端を S1 及び S2 にハンダ付けしま

す。 
 



 
作業５. 第３工程        ４～８分 

⑯ 残っている（101）の表示のあるコンデンサーのリード線の先端を、ハンダ付け

します。 

 
⑰ コイルを袋から取り出します。コイルのリード線はコの字型に成形し先端はハ

ンダ付け出来るように３mm 程度折り曲げ、基板のコイル銅箔部の両端にハン

ダ付けします。 

 
⑱ バリコンの端子を銅箔にハンダ付けします。 



 
   ⑲  すべてのハンダ付けが完了したら、間違いがないか充分点検してください。 

 
 
作業６. 第４工程        ３～６分 

⑳   ダイヤルを袋から取り出し、バリコンの軸に取付けます。 

 
 

○ ダイヤル目盛は左に回しきって５３、右に回しきって１６を示すように止めて

ください。 
○ 電池を入れ、スイッチを ON にします。窓際など電波の届きやすいところに移

動、ダイヤルを回して放送を受信してみてください。 
○ 電源スイッチ OFF で電源が切れることを確認し、基板パネルをケースに入れ、

袋から取り出したビスで止め、出来上がりです。 
 
 
  全工程所要時間 24 分～45 分    （写真撮影等を含めて 1 時間程度） 



 
参考事項 

 
 
ハンダゴテは高温に熱せられていますので、火傷をしないように注意してください。 
また、溶けたハンダくずやこてを机や、床に落として焼け傷を作らないようにして下さい。

ニッパーで切断した抵抗やコンデンサーのリード線の切りくずは、床に落とさないように

して下さいね。 
 


